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学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い

て
、
児
童
・
生
徒
の
こ
と
を
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
小
学
６
年
生
、

中
学
３
年
生
の
学
力
を
調
査
し
、

そ
の
結
果
に
対
し
て
改
善
点
な
ど

を
示
す
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
習

熟
の
伸
び
を
継
続
的
に
分
析
し
、

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
方
法

を
導
入
し
て
い
る
の
が
埼
玉
県
で

す
。
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調

査
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
を
対
象
に
、Ｉ
Ｒ
Ｔ（
項

目
反
応
理
論
）
と
パ
ネ
ル
デ
ー
タ

と
い
う
縦
断
調
査
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
一
人
一
人
の
学
力
の
伸
び

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
、

今
後
は
学
力
調
査
の
主
流
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
教
育
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

子
供
の
学
力
の
伸
び

と
教
育
委
員
会
や
学
校
の
取
り
組

み
の
変
化
の
関
係
を
検
証
す
る
こ

と
で
、
取
り
組
み
の
効
果
を
確
認

で
き
る
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況

調
査
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

平
均
点
で
は
な
く
、
伸
び
率
に
着

目
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
自

分
の
学
び
の
成
長
を
実
感
で
き
、

自
信
を
持
ち
、
さ
ら
な
る
意
欲
へ

と
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
、

大
変
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

現
時
点
で
の
導
入
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
埼
玉
県
学
力
・
学
習

状
況
調
査
は
大
変
す
ば
ら
し
い
取

り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

加
藤　

学 
議
員
《
公
明
党
》

市
道　

号
線
の
安
全
対
策
を
問
う

１５ 内
藤　

幸
男 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

平
均
点
で
は
な
く
伸
び
率
が
ポ
イ
ン
ト

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
ど
う
思
う

企

画

総

務

予

算

決

算

都

市

環

境

　

相
武
台
と
栗
原
中
央
を
結
ぶ
市

道　

号
線
は
、
目
久
尻
川
沿
い
の

１５
歩
道
が
一
部
途
切
れ
て
い
ま
す
。

相
武
台
東
小
学
校
も
近
く
、通
勤
・

通
学
の
利
用
者
も
多
い
状
況
で
、

歩
行
者
が
一
時
的
に
車
道
に
出
て

し
ま
う
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

早
急
に
安
全
対
策
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

市
道　

号
線
の
一

１５

部
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
箇

所
は
、
同
路
線
の
目
久
尻
川
に
か

か
る
小
池
仲
橋
を
境
に
北
側
が
歩

道
、
南
側
が
河
川
の
形
態
と
な
っ

て
お
り
、
歩
道
の
連
続
性
が
途
切

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歩
車
分
離

が
完
全
に
行
わ
れ
て
い
る
北
側
に

比
べ
る
と
、
南
側
は
歩
行
者
へ
の

配
慮
が
必
要
な
箇
所
と
認
識
を
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
道　

号
線
の
箇
所
は
、

１５

小
池
仲
橋
を
境
に
、
北
側
を
市
が

管
理
し
、
南
側
を
神
奈
川
県
が
一

級
河
川
と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
北
側
の
歩
道
に
つ
い
て
は
、

雨
水
幹
線
整
備
に
合
わ
せ
、
道
路

と
下
水
道
の
兼
用
工
作
物
と
し
て

歩
道
等
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

目
久
尻
川
沿
い
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
以
降
、
何

１６

度
か
要
望
が
あ
り
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
県
と
協
議
を
行
い
ま
し
た

が
、
河
川
法
の
規
定
に
よ
り
、
設

置
が
難
し
い
と
の
回
答
で
し
た
。

し
か
し
、
歩
道
整
備
の
必
要
性
等

を
十
分
に
勘
案
し
、
再
度
、
県
と

協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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3
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会

月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た

で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は

の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

次
の
と
お
り
で
す
。

3
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
議
案
第
７
号　

令
和
２
年
度
座

間
市
一
般
会
計
予
算

　

総
務
部
所
管
事
項
、
市
庁
舎
天

井
脱
落
対
策
事
業
費
に
つ
い
て「
市

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
の
天
井
が
特
定

天
井
と
確
認
さ
れ
た
た
め
改
修
工

事
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

工
事
期
間
、
内
容
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
、「
今
回

の
工
事
期
間
は
、
５
月
か
ら　

月
１２

ま
で
の
８
カ
月
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
本
来
、
工
事
期
間
中
は
立

ち
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
イ
ベ

ン
ト
や
窓
口
業
務
が
中
心
と
な
る

施
設
で
あ
る
た
め
施
設
の
封
鎖
が

で
き
ず
、工
法
を
検
討
し
た
結
果
、

３
階
の
天
井
に
足
場
を
つ
る
す
設

計
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
を

夜
間
、
祝
祭
日
を
利
用
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
窓

口
業
務
へ
の
支
障
を
最
小
限
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
財
政
部
所
管
事
項
、
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
費
に
つ

い
て
「
令
和
２
年　

月
か
ら
新
し

１０

い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
の

予
算
措
置
と
の
こ
と
だ
が
、
従
前

の
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
、
異
な
る

点
は
何
か
」
と
の
質
疑
に
、「
大
幅

な
機
能
強
化
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
サ
ー
バ
ー
を
ク
ラ
ウ
ド

化
す
る
こ
と
に
よ
り
導
入
経
費
は

増
加
し
ま
す
が
、
サ
ー
バ
ー
本
体

機
器
の
リ
ー
ス
料
や
保
守
経
費
が

軽
減
で
き
る
た
め
、
維
持
管
理
を

含
め
た
全
体
経
費
を
縮
減
で
き
ま

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
部
所
管
事
項
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
「
新

規
に
実
施
さ
れ
る
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
、
説
明
を
」と
の
質
疑
に
、

「
ま
ず
、
自
立
支
援
相
談
事
業
や

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
に
よ
っ

て
幅
広
く
相
談
を
集
め
、
家
計
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
れ
ば
家
計
改

善
支
援
事
業
で
支
援
し
ま
す
。
ひ

き
こ
も
り
等
、
就
労
に
向
け
て
踏

み
出
す
の
が
難
し
い
方
は
就
労
準

備
支
援
事
業
で
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
居
住
に
関
し
て
緊
急
の
ニ
ー

ズ
に
は
一
時
生
活
支
援
事
業
で
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
居
住
支

援
事
業
で
広
く
居
住
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
子
供
の
学

習
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
健

全
育
成
支
援
員
に
よ
る
相
談
支
援

に
加
え
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
学
習
支
援
事
業
を
行
い
、
地

域
の
中
に
子
供
の
居
場
所
、
学
習

支
援
の
場
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
総
合
的
に
組
み

合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
部
所
管
事
項
、
空
き
家
対

策
計
画
策
定
事
業
費
に
つ
い
て「
市

内
で
把
握
し
て
い
る
空
き
家
の
数

は
。
ま
た
、
今
後
の
予
定
は
」
と

の
質
疑
に
、「
調
査
対
象
の
空
き
家

は
約
９
８
０
件
と
想
定
し
て
お
り
、

水
道
の
閉
栓
情
報
な
ど
を
踏
ま
え

て
見
込
ん
で
い
ま
す
。
対
策
の
緊

急
性
の
有
無
に
つ
い
て
建
物
の
ラ

ン
ク
を
判
定
し
、検
証
し
た
上
で
、

令
和
４
年
度
に
空
き
家
対
策
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

都
市
部
所
管
事
項
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
費
に
つ
い
て

「
事
業
の
効
率
化
に
よ
り
大
幅
な

減
額
に
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
効
率
化
を
図
っ
た
の

か
」
と
の
質
疑
に
、「
平
成　

年
度

３０

に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
見
直
し
た
ル
ー
ト
の

距
離
を
想
定
よ
り
も
短
く
で
き
、

効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
３
号
、
第
４
号
、
第
５

号
、
第
６
号
以
上
４
件
は
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

▽
議
案
第
２
号
、
第
８
号
、
第
９

号
、
第　

号
、
第　

号
、
第　

号

１０

１１

１２

以
上
６
件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

１４

１５

１７

号
、
第　

号
以
上
４
件
は
、
全
員

１８

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成
で

１６

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た（
一

部
委
員
退
席
）。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

１３

１９

２０

号
、
第　

号
、
第　

号
以
上
５
件

２１

２２

は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

次
の
陳
情
は
、
３
月
定
例
会
の

民
生
教
育
常
任
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

陳
情
第　

号　

子
ど
も
の
命
を

５５

守
る
た
め
、
誰
も
が
平
等
に
学
ぶ

た
め
、
教
職
員
の
働
き
方
改
善
に

つ
い
て
の
陳
情

※
第
２
回
（
６
月
）
定
例

会
で
審
査
を
す
る
請
願
・

陳
情
は
、
令
和
２
年
５
月

　

日
（
水
）
ま
で
に
、
第

２０３
回
（
８
月
）
定
例
会
で

審
査
を
す
る
請
願
・
陳
情

は
、
令
和
２
年
７
月　

日
２８

（
火
）
ま
で
に
議
会
事
務

局
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の

締
め
切
り
日
は
、
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

1
０
４
６（
２
５
２
）８
８
７
２

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

　

５
月　

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
座
間
市
議
会
第
２
回
定
例
会
で
は
、

２９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
以

下
の
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

 
議
員
の
対
応
に
つ
い
て 

�
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
す
。

�
こ
ま
め
な
手
指
の
消
毒
を
行
い
ま
す
。

 
本
会
議
・
委
員
会
に
つ
い
て 

�
机
、
椅
子
、
備
品
な
ど
を
消
毒
す
る
た
め
に
、
こ
ま
め
な
休
憩
を

取
り
ま
す
。

�
会
議
が
行
わ
れ
る
部
屋
の
出
入
り
口
を
開
放
し
て
風
通
し
を
よ
く

し
ま
す
。

�
議
員
席
を
一
席
分
あ
け
る
な
ど
、
３
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）

の
回
避
に
努
め
ま
す
。

�
議
場
内
で
の
密
集
、
密
接
を
避
け
る
た
め
、
傍
聴
席
や
議
会
中
継

を
活
用
し
ま
す
。

定
例
会
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て


